
3
月
11
日
、
地
震
に
よ
る
津
波

や
断
水
、
停
電
が
発
生
。
海
獣
類

た
ち
は
全
国
各
地
の
水
族
館
に
避

難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
の
魚

た
ち
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

再
オ
ー
プ
ン
の
目
標
は
11
年

前
に
開
館
し
た
日
で
あ
る
7
月

7
月
15
日
の
再
オ
ー
プ
ン
の

日
に
「
き
ぼ
う
」
と
命
名
さ
れ

た
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
の
赤
ち
ゃ

ん
。
も
う
独
り
立
ち
し
て
、
元

気
に
泳
い
で
い
ま
す
。

き
ぼ
う
が
生
ま
れ
た
の
は
、

母
親
の
「
く
ら
ら
」
が
避
難
し

て
い
た
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
（
千

葉
県
）。
順
調
に
育
ち
無
事
ア

ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
に
帰
っ

い
わ
き
市
に
あ
る
海
洋
科
学
館
「
ア
ク
ア
マ

リ
ン
ふ
く
し
ま
」
が
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
周

辺
の
道
路
や
建
物
は
、
ま
だ
ま
だ
震
災
の
傷
跡
が

残
っ
た
ま
ま
で
す
が
、
一
足
先
に
、
福
島
県
の
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

て
き
ま
し
た
。
水
槽
に
慣
れ
る

ま
で
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
し

た
が
、
今
で
は
す
っ
か
り
慣
れ
、

一
躍
人
気
者
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
成
長
に
微
笑
ん
で
い
る
の

は
飼
育
担
当
の
日
比
野
麻
衣
さ

ん
。「
き
ぼ
う
の
成
長
は
、
ア
ク

ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
の
復
興
そ

の
も
の
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。」

き
ぼ
う
の
光

奮
闘
の
1
2
6
日

イベント情報

が
ん
ば
る
ふ
く
し
ま
！

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま

平成 23年（2011 年）9月30日発行

会報
Vol.18

飼育担当の日比野さん

大水槽で游ぐイワシの群れ

11 月 13 日（日）まで、
アートを通じて海洋保全を
訴える『小名浜国際環境芸
術祭』が開催されています。
ぜひ足をお運びください！

アクアマリンふくしま
〒971-8101　いわき市小名浜字辰巳町 50番地
TEL0246-73-2525　　HP　http://www.marine.fks.ed.jp/

ゴマフアザラシの赤ちゃん「きぼう」

15
日
。「
い
わ
き
の
復
興
の
先
駆

け
に
な
り
た
い
。」「
夏
休
み
に
は

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
見
た
い
。」

こ
の
思
い
だ
け
で
ス
タ
ッ
フ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
奮
闘

し
、
再
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。　
　

現
在
は
館
内
の
展
示
水
槽
は
ほ

ぼ
1
0
0
％
埋
ま
り
、
震
災
前

と
同
じ
よ
う
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
は
元

気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族

で
、
わ
く
わ
く
・
ど
き
ど
き
す
る

空
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

FUKUSHIMA FAN CLUB



八
重
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
銃
器
を
手
に

し
て
い
る
。
こ
れ
は
父
・
権
八
が
会
津

藩
の
砲
術
指
南
役
で
あ
っ
た
こ
と
、
兄
・

覚
馬
も
銃
砲
術
に
通
じ
て
い
た
こ
と
の

影
響
で
あ
る
。
し
か
し
、
八
重
が
そ
れ

を
手
に
し
、
果
て
は
銃
の
研
究
・
改
造

ま
で
行
う
と
な
る
と
、
そ
れ
は
武
家
社

会
に
お
け
る
女
子
が
行
う
行
為
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
女
性
だ
か
ら
と
い
う

枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
姿
、
こ
れ
は
終
生

変
わ
ら
な
か
っ
た
。
と
に
も
か
く
に
も
、

八
重
は
そ
の
山
本
家
で
銃
の
腕
を
磨
く

こ
と
と
な
る
。
結
果
、
戊
辰
戦
争
の
戦

火
に
包
ま
れ
る
鶴
ヶ
城
に
籠
城
し
た
際
、

西
軍
へ
の
奇
襲
作
戦
に
参
加
し
、
鉄
砲

を
持
っ
て
敵
に
応
戦
す
る
の
で
あ
る
。

男
装
し
元
籠
七
連
発
銃
を
抱
え
、
鶴
ヶ

城
を
守
り
抜
く
決
意
を
見
せ
た
八
重
は

ま
さ
に
「
幕
末
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
」

で
あ
っ
た
。

兄
・
覚
馬
は
、
日
新
館
を
卒
業
し
た

後
、
会
津
藩
砲
撃
隊
長
林
権
助
の
随
行

員
に
選
ば
れ
て
江
戸
藩
邸
勤
番
と
な
る
。

こ
れ
が
、
覚
馬
の
一
生
を
大
き
く
左
右

す
る
出
来
事
と
な
っ
た
。
三
年
間
の
江

戸
勤
務
で
は
佐
久
間
象
山
の
象
山
塾
に

学
ぶ
。
こ
の
と
き
、
吉
田
松
陰
、
勝
海

舟
、
河
井
継
之
助
、
西
周
（
に
し
あ
ま

ね
）ら
と
交
流
す
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
が
、

江
戸
が
、
覚
馬
を
一
流
の
国
際
人
に
育

て
上
げ
て
行
く
。
黒
船
が
浦
賀
に
来
航

し
、
日
本
は
世
界
の
潮
流
に
飲
み
込
ま

れ
て
い
く
が
、
こ
の
未
曾
有
の
国
難
を

江
戸
で
体
験
し
た
こ
と
が
、
覚
馬
が
飛

躍
す
る
契
機
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
覚
馬
は
会
津
に
戻
り
自
ら
開
い
た

会
津
蘭
学
所
の
教
授
を
務
め
な
が
ら
、
鉄

砲
や
弾
丸
の
製
造
を
指
揮
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
会
津
藩
主
松
平
容
保
公
が
京
都
守

護
職
に
任
じ
ら
れ
、
会
津
藩
は
京
都
の
警

平
成
25
年
大
河
ド
ラ
マ

「
幕
末
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
」、「
洋
装
の
ハ
ン
サ
ム
ウ
ー
マ
ン
」、「
日
本
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
」

こ
れ
ら
は
、
ひ
と
り
の
女
性
を
形
容
す
る
言
葉
で
あ
る
。

人
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
強
烈
に
光
り
輝
き
、
生
き
抜
い
た
女
性

「
新
島　

八
重
（
旧
姓　

山
本
八
重
（
※
））」。

こ
の
会
津
出
身
の
女
性
が
大
河
ド
ラ
マ
の
主
役
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
報
で
は
、
新
島
八
重
の
生
涯
に
つ
い
て
連
載
し
、

時
代
背
景
や
新
島
八
重
を
導
い
た
人
々
に
触
れ
て
い
き
た
い
。

【
集
中
連
載
・
第
1
回
】

◆
鶴
ヶ
城
の
女
丈
夫

◆
覚
馬
を
育
て
た
江
戸

※山本八重子、新島八重子と署名することもあった。

洋装の新島八重（明治 22年撮影）
「同志社大学提供」

の
桜

八
重

徹
底解

剖



護
に
あ
た
る
よ
う
に
な
る
。
覚
馬
も
上
洛

を
命
じ
ら
れ
、
蛤
御
門
の
変
で
は
大
砲
隊

長
と
し
て
活
躍
す
る
の
で
あ
る
。し
か
し
、

覚
馬
は
徐
々
に
視
力
を
失
い
、
戊
辰
戦
争

（
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
）
で
薩
摩
藩
兵
に

捕
ら
え
ら
れ
、
長
く
幽
閉
の
身
と
な
っ
て

し
ま
う
。

八
重
は
、
戊
辰
戦
争
と
い
う
会
津
藩
の

最
も
困
難
な
時
代
を
経
験
し
て
い
る
。
弟

の
三
郎
は
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で
お
っ
た

傷
で
死
亡
。
兄
の
覚
馬
は
、
薩
摩
藩
兵
に

捕
ら
え
ら
れ
幽
閉
さ
れ
る
（
八
重
に
は
四

条
河
原
で
処
刑
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い

た
）。
父
の
権
八
は
鶴
ヶ
城
下
の
一
ノ
堰

の
戦
で
討
死
。
八
重
は
頼
る
べ
き
も
の
全

て
を
失
っ
て
、な
お
会
津
の
地
に
生
き
た
。

明
治
4
年
、
前
々
年
に
幽
閉
を
解
か

れ
京
都
府
顧
問
と
な
っ
た
覚
馬
を
頼
っ
て

八
重
は
京
都
に
赴
く
。
兄
に
感
化
さ
れ
た

の
か
、
英
語
を
学
び
、
髪
を
洋
風
に
結
い
、

靴
を
履
く
。
こ
の
こ
ろ
、
同
志
社
の
創
立

者
新
島
襄
と
出
会
い
、
京
都
で
、
日
本
人

最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
式
の
結
婚
式
を
挙
げ

る
こ
と
に
な
る
。
八
重
は
結
婚
の
前
年
に

洗
礼
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
も
キ
リ
ス

ト
教
が
長
い
間
禁
止
さ
れ
て
い
た
後
、
京

都
で
行
わ
れ
た
日
本
人
初
め
て
の
洗
礼
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。「
洋
装
の
ハ
ン
サ

ム
ウ
ー
マ
ン
」
が
示
す
と
お
り
、
明
治
の

最
先
端
を
歩
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

夫
・
新
島
襄
の
死
後
、
八
重
は
日
本
赤

十
字
社
に
入
社
、
日
清
・
日
露
戦
争
で
篤

志
看
護
婦
と
し
て
従
事
す
る
。
ひ
い
て
は

女
性
の
地
位
向
上
に
つ
と
め
、
そ
の
姿
は

「
日
本
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
」
と
称
さ
れ

る
。
夫
の
遺
志
を
継
ぎ
、
同
志
社
の
発
展

2新島八重略年表2
◆
戊
辰
戦
争
そ
の
後

◆
時
代
の
先
を
進
む
八
重

参
考
文
献

改
訂
会
津
鶴
ヶ
城
の
女
た
ち
　
歴
史
春
秋
社

ふ
く
し
ま
女
の
時
代
　
歴
史
春
秋
社

幕
末
・
会
津
藩
士
銘
々
伝
（
下
）　
新
人
物
往
来
社
　
他

八重生誕の地（会津若松市米代）
石碑には「明日の夜は何国の誰かながむらん　なれし御城に残る月かげ」という
八重の歌が刻まれている。

会津若松駅から、まちなか周遊バス「はいからさん」が便利。
アクセス

新島八重が籠城し奮闘した会津鶴ヶ城は、平成
23 年 3 月、幕末の姿「赤瓦」となってリニュー
アル。天守閣内は博物館として貴重な資料を展
示公開中。また 城の周りに広がる公園は石垣
や桜が美しく、市民にも人気の高いスポットと
なっています。

日本唯一の赤瓦天守閣　会津鶴ヶ城
に
寄
与
し
た
八
重
。
生
涯
に
わ
た
り
、
会

津
人
の
誇
り
を
持
っ
て
様
々
な
事
象
を
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
吸
収
し
た
八
重
。
自
分
の
信

念
に
真
っ
直
ぐ
に
向
き
合
い
、
突
き
進
ん

だ
こ
の
生
き
方
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
に
臨
む
我
々
に
大
き
な
力
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
。

◆
篤
志
看
護
婦
と
し
て
生
き
る

西暦 和暦 年齢 出来事

1845 弘化 2 0歳
会津藩砲術指南・山本権八
（父）／佐久（母）の三女と
して生まれる。

1865 慶應元 20歳 川崎尚之助と結婚。

1868 慶應 4 22歳

戊辰戦争が始まる。鶴ヶ城
に籠城し、落城まで戦い抜
く。会津藩は斗南藩に移封
される。川崎尚之助と離縁。

1871 明治 4 26歳 兄覚馬を頼り京都へ。

1876 明治 9 30歳 同志社の創立者となる新島
襄と結婚。

1890 明治 23 44歳
夫・新島襄死去。
日本赤十字社に入る。（後に
日清・日露戦争時に活躍）

1928 昭和 3 83歳 篤志看護婦としての功績に
より銀杯を下賜される。

1932 昭和 7 86歳 86歳の生涯を終える。



観光有料道路無料開放中！！

ふくしまの

うまいもん・
すてきなもん
プレゼント

ふくしまの

うまいもん・
すてきなもん
プレゼント

磐梯吾妻スカイライン

　観光風評被害の払拭のため、磐梯吾妻スカ
イライン、磐梯山ゴールドライン、磐梯吾妻
レークラインの観光有料道路3ラインを7
月16日から無料で開放しています。
　紅葉の美しさと広大なパノラマを、この秋
ぜひ満喫してください。

・期　間　7月16日（土）～11月15日（火）   
　　　　　（冬期閉鎖まで）
・対象車　全車両

　このイベント
は、宝の地図（別
添のチラシ）を手
がかりに福島県内
5エリアに隠され
た宝物を探す体験
型の宝探しゲーム
です。地域の歴史
や文化を楽しみな
がら学べる企画

で、子どもだけでなく大人も楽しむことができます。
宝物を発見すると、抽選で豪華賞品が当たります。
どなたでも無料で参加できますので、ぜひご家族で
チャレンジしてください！

【期間】9 月 17 日 ( 土 ) ～ 11 月 27 日 ( 日 )
【場所】福島県内 5 エリア（いわき市、二本松市、
　　　  白河市、会津若松市、喜多方市）
              ※ 1 エリアのみの参加も可能。

詳細については「タカラッシュ」ホームページ　
http://www.takarush.jp/fukushima/ をご覧ください。

行楽の秋です。ふくしまの秋です。風評にも負けず、
これまでと変わらない心意気で皆様方をお待ちして
おります。ぜひご家族で福島県へお出かけください。
こらんしょふくしまへ。がんばっぺふくしま！

これまで「ふるさとふくしま応援寄附金（ふるさと納税）」
に多くの方のご協力をいただき厚く御礼申し上げます。
引き続きご支援ご協力をお願いいたします。

福島県庁税務課

編集・発行　ふくしまファンクラブ事務局　〒960-8670　福島県福島市杉妻町 2-16　福島県観光交流課　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　024-521-7287　ＦＡＸ　024-521-7888　ＨＰ　http://www.pref.fukushima.jp/fui/

　東京電力の原発事故による環境放射能測定値については、福島県災害対策本部のホームページ（http://www.pref.fukushima.jp/）
で確認することができます。

福島を訪れる方へ

編 集 後 記ご協力ありがとうございます

※当選者の発表は賞品の発送に代えさせていただきます。お預かりした個人情報は、賞品の発送などファンクラブに関する事務以外に使用する
ことはありません。福島県個人情報保護条例に基づき、個人情報の目的外利用はいたしません。

ご応募いただいた方の中から、抽選で「アクアマリンふくしま」入場券をペアで
5 組にプレゼント！

応 募 方 法 はがきに郵便番号、住所、氏名、電話番号、会員番号、
今回の会報の感想などを明記し、下記のあて先へご応
募下さい。

応 募 締 切 10 月 24 日（月）必着
あ て 先 〒 960-8670（住所記載不要）福島県庁観光交流課

ふくしまファンクラブ「プレゼント」係

リアル宝探しイベントin福島

「コードF」開催中！！
無料 無料


